
再 評 価 書

事 業 名 森林整備事業 事業区分 森林管理道波留相津線 室名 森林保全室

松阪農林商工環境事務所

事業概要
工期

（下段：当初）

平成 10 年～27 年

平成 10 年～22 年
全体事業費

１，６９５百万円（負担率：国 50、県 50）

１，３９１百万円（負担率：国 50、県 50）

事 業 目 的 及 び 内 容

（１）所在地

松阪市飯南町大字向粥見字波留地内の町道を起点とし、上相津地内の県道飯南三瀬谷停車場線を終点

とします。

（２）事業の目的

森林資源の有効利用、森林施業の促進による公益的機能の発揮のため、骨格的な林道の整備により、

波留地区と相津地区を連絡し、効率的な施業・生産・流通を図ることを目的とします。

（３）全体計画

① 延 長 ： ５，８３８ｍ

② 幅 員 ： ４ｍ

③ 事業費 ： １，６９４，８４０千円

④ 事業期間： 平成１０年度～平成２７年度（１８年間）

（４）利用区域の森林資源の状況

当該路線の利用区域面積は２０４ｈａ、そのうちスギ・ヒノキの人工林１５６ｈａで、人工林率は

７６．５％です。

人工林の８６．５％が１５～６５年生の間伐対象の森林です。

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果

１ 再評価を行った理由

平成１８年度に、三重県公共事業再評価実施要綱第２条に基づき再評価を行いましたが、同条に規定する社

会経済状況の急激な変化等（全体計画の変更）により再評価を実施する必要が生じたため、再評価を行いま

した。

２ 事業の進捗状況と今後の見込み

（１）事業着手

平成１０年度より波留側より着工し、平成１２年度より相津工区と併せ２箇所で実施している状況

です。

（２）進捗状況（平成２１年度末の事業量）

①完成延長 ： ３，８４１ｍ（進捗率６６％）

②事業費 ： １，３９４，３００千円（進捗率８２％）

（３）課題

急峻な地形に加え、中央構造線の近傍を通過するため地質が脆弱で法面崩壊が発生しやすく、現在ま

でに、その復旧対策工事等で事業費が増大するとともに事業進捗に遅れが生じ、現在の事業期間及び事

業費では完成が困難な状況です。



（４）利用区域内の森林整備の状況

H２２調査時点
期 間

整備面積 うち間伐
備 考

H１０～２１ ５２．２ha ５０．７ha 実績

H２２～２７ ２０．０ha ２０．０ha 計画

（５）その他利用区域内の状況

受益者の意向を踏まえ森林組合を中心に、今後の利用区域内の森林整備を促進するため、林道波留相

津線から分岐する作業路網の計画検討が行われています。

３ 事業を巡る社会経済状況等の変化

（１）周辺環境の変化

①松阪市では、平成１８年度を始期とする総合計画を樹立し、「林業基盤の整備」、「担い手の育成」、

「林業の経営安定の推進」、「森林の公益的機能の推進」を施策内容として、林業の振興のため取り組

むこととしており、その一環として「生産林活性化モデル事業」を実施しています。

②流通拠点である松阪木材コンビナートにおける平成２１年度のスギ・ヒノキの取扱量及び平均価格

は平成１７年度比で約２割減少していますが、県が平成２１年度に開始した「がんばる三重の林業

創出事業」等による集約化、作業路網整備、流通合理化等の一体的推進により、森林・林業の再生

を図っていきます。

４ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化、地元意向の変化等

４－１ 費用対効果分析

費用対効果は、前回１．０８から、今回１．０９となりました。

４－２ 地元の意向

松阪市では計画的な森林整備や森林の適正な管理を行うとともに、生産性の向上・経営の安定化に向

けた路網整備を推進していることから、事業継続を強く望んでいます。

前回 今回

B（便益） １，６６１，８５９千円 ２，３０１，２０４千円

C（費用） １，５４１，１２７千円 ２，１１４，８５９千円

Ｂ／Ｃ １．０８ １．０９

５ コスト縮減の可能性や代替案立案の可能性

５－１コスト縮減

波形線形の計画や、流用土が活用でき残土の低減が図れる補強土壁工の採用及び、路肩の縮減等によ

りコスト縮減を図っています。

５－２代替案

当路線の利用区域内の森林整備を図る必要があることから、当林道を開設する以外に代替案はありま

せん。

再 評 価 の 経 緯

平成１８年度の再評価では、「事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了認する。

ただし、間伐材の積極的な搬出を含め、林業振興に有効活用されたい」との意見を受けた。

事 業 主 体 の 対 応 方 針

三重県公共事業再評価実施要綱第３条の視点を踏まえて再評価を行った結果、同要綱第５条第１項に該当

すると判断されるため、コスト縮減と環境配慮に努めながら、早期完成を目指し、事業を継続いたしたい。


